
八
田
與
一
の

｢

顕
彰｣

筆
者
は
、
長
ら
く
石
川
県
を
中
心
と
し
た
地
域
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
見
、
台
湾
史
研
究
と
は
縁
遠
い
テ
ー
マ
だ
が
、
近

年
、
金
沢
で
は
台
湾
近
代
史
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
、
植
民
地
官
僚
八
田
與
一
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
報
告
で
は
、

そ
う
し
た
風
潮
の
背
景
や
意
義
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
若
干
の
所
感
を
コ
メ
ン
ト
し
た
。

戦
後
台
湾
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
日
本
統
治
時
代
の
認
識
は
大
き
く
変
転
し
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
植
民
地
台
湾
に

｢

近
代
化｣

を

も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
植
民
地
に
お
け
る
官
僚
の

｢

業
績｣

を
積
極
的
に
評
価
す

る
語
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
石
川
県
金
沢
出
身
の
土
木
技
師
、
八
田
與
一
を
顕
彰
す
る
動
き
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
ろ

う
。
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八
田
與
一
と
烏
山
頭
ダ
ム

八
田
與
一
は
、
金
沢
郊
外
の
農
家
に
生
ま
れ
、
四
高
に
学
ん
だ
の
ち
、
東
京
帝
大
に
入
学
。
卒
業
後
、
台
湾
総
督
府
の
土
木
技
師
に

任
官
し
た
植
民
地
官
僚
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
地
元
で
も
と
く
に
知
ら
れ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
頃
、

日
台
の
共
通
認
識
的
な
存
在
に
浮
上
し
た
。

こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
台
湾
の
国
定
教
科
書

『

認
識
台
湾

歴
史
篇』

で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
同
教
科
書
に
登
場
す
る
日

本
人
個
人
名
の

｢

唯
の
二
人｣
が
、
台
湾
総
督
の
児
玉
源
太
郎
と
八
田
與
一
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
八
田
と
嘉
南
大
�
の

事
業
が
、｢

台
湾
近
代
史
に
お
け
る
台
湾
人
の
主
体
性
を
明
ら
か
に
す
る｣

代
表
的
な
事
例
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
ろ
日
本
国
内
で
は
、｢

国
民
的
作
家｣
と
も
言
わ
れ
た
司
馬
遼
太
郎
や
、
司
馬
と
の
交
友
で
も
知
ら
れ
た
台
湾
総
統
李
登
輝
ら
が
、

｢

日
本
人
の
精
神｣

を
体
現
し
た
人
物
、
台
湾
の

｢

近
代
化｣

や

｢

国
際
協
力｣

の
シ
ン
ボ
ル
、
と
し
て
八
田
を
持
ち
上
げ
た
の
で
あ

る
。

日
台
交
流
と
金
沢
・
石
川
県

こ
う
し
た
風
潮
を
追
い
風
に
、
金
沢
の
日
台

｢

友
好
の
会｣

の
運
動
は
、
し
だ
い
に
学
校
教
育
の
分
野
に
も
浸
透
し
て
い
く
。
一
九

八
六
年
に
は
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
が
、『

道
徳
・
郷
土
資
料
集』

に

｢
郷
土
の
先
人｣

と
し
て
八
田
を
掲
載
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、

嘉
南
農
田
水
利
会
が
主
催
す
る
八
田
與
一
逝
去
五
八
周
年
記
念
式
典
が
、
台
南
市
で
開
催
さ
れ
、
金
沢
市
長
も
出
席
し
て
盛
大
に
喧
伝
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さ
れ
た

(

周
年
記
念
と
し
て
は
、
あ
ま
り
キ
リ
は
良
く
な
い
が
…)

。
こ
の
間
、
烏
山
頭
ダ
ム
近
く
の

｢

八
田
與
一
紀
念
館｣

の
建
設

も
進
み
、
金
沢
に
も
八
田
の
胸
像
が
完
成
し
て
い
る

(

妻
の
顕
彰
も
進
み
、
現
地
に
は
、
外
代
樹
の
銅
像
も
作
ら
れ
た)

。

金
沢
市
を
中
心
と
し
た
八
田
顕
彰
の
動
き
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
多
様
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
小
松
空
港
の
国
際

化
に
伴
い
、
台
湾
人

｢

観
光
客｣

の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
Ｉ
Ｔ
産
業
誘
致
が
、
石
川
県
の
政
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
新
聞
社
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
マ
ス
コ
ミ
や
経
済
同
友
会
・
青
年
会
議
所
な
ど
の
経
済
団
体
が
、
積
極
的
な

｢

親
台
湾｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
の
で
あ
る(

具
体
的
に
は
、｢

ふ
る
さ
と
教
育｣

の
推
進
、｢

八
田
技
師
紀
念
館｣

へ
の
コ
ミ
ッ

ト
な
ど)

。八
田

｢

評
価｣

へ
の
批
判

こ
う
し
た
動
向
に
対
し
て
、
近
年
、
胎
中
千
鶴
や
清
水
美
里
ら
に
よ
る
批
判
的
分
析
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
胎
中
に
よ
れ
ば
、
八
田

の

｢

物
語｣

の
語
り
手
・
読
み
手
は
、｢

親
日
派
台
湾
人｣

｢

新
台
派
日
本
人｣

で
あ
り
、
近
年
、
一
層
の
広
が
り
を
み
せ
る
と
い
う

(

１)

。

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
背
景
に
は
地
域
経
済
活
性
化
の
重
要
な
戦
略
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、｢

観
光｣

を
軸
と

し
た
地
域
振
興
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
台
湾
ロ
ビ
ー
か
ら
小
学
生
ま
で
含
む
賛
同
者
の
層
を
み
る
と
、｢

顕
彰
運
動｣

を
推
進
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
多
様
な
思
惑
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
ず
は
、
総
督
府
文
書
を
精
査
、
駆
使
し
た

｢

嘉

南
大
�
事
業｣

の
実
証
的
研
究
が
不
可
欠
と
な
る
。
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日
台
両
国
に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
進
展

こ
の
間
、
日
台
両
国
に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
進
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
契
機
と
し
て
、｢

公
文
類
纂｣

等

｢

台

湾
総
督
府
文
書｣
の
保
存
・
公
開
・
目
録
編
纂
な
ど
の
取
り
組
み
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
、
広
範
な
公

文
書
に
基
づ
い
て
、
植
民
地
政
策
や
植
民
地
に
お
け
る
官
僚
の
研
究
は
一
挙
に
水
準
を
高
め
て
い
る

(

２)

。
そ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
れ
ば
、

嘉
南
大
�
事
業
も
、
関
係
者
の
言
説
に
捉
わ
れ
な
い
実
証
的
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
嘉
南
大
�
を
め
ぐ
る
八
田
の
業
績
の

よ
り
客
観
的
な

｢

評
価｣

の
前
提
に
な
る
は
ず
で
あ
る

(

３)

。

こ
う
し
た
な
か
、
近
年
、
嘉
南
大
�
事
業
を
め
ぐ
る
実
証
的
な
研
究
の
蓄
積
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
に
あ
っ
て
は
、
例
え

ば
、
清
水
美
里

｢

日
本
植
民
地
台
湾
に
お
け
る

｢

水
の
支
配｣

と
抵
抗｣

な
ど
は

｢

嘉
南
大
�
は
、
利
害
関
係
者
の

｢

自
治｣

を
表
面

に
出
し
な
が
ら
も
、
三
年
輪
作
と
い
う｢

水
の
支
配｣

に
よ
っ
て
、
灌
漑
区
域
の
農
業
に
変
化
を
強
い
た｣

と
す
る
。
清
水
に
よ
れ
ば
、

同
事
業
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
評
価
は
、
当
時
も

｢
嘉
南
大
�
問
題｣

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う

(

４)

。
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
官
主

導
に
よ
る
灌
漑
の
制
度
化
は
、
農
民
の
反
発
を
引
き
起
こ
し
、
農
民
組
合
運
動
等
に
も
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
事

業
の
分
析
に
は
、
清
水
も
指
摘
す
る

｢

帝
国
の
視
座｣

｢

台
湾
民
衆
運
動
の
視
座｣

｢

農
民
の
視
座｣

と
い
う
、
三
つ
の
視
座
が
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
八
田
の
実
績
と
し
て
知
ら
れ
る

｢

三
年
輪
作｣

は
、
台
湾
製
糖
な
ど
財
閥
系
製
糖
業
の
保
護
政
策
の
一
環
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、｢

米
糖
相
克｣

の
緩
衝
地
帯
と
し
て
都
合
の
良
い
方
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
―
植
民
地
の

｢

近
代
化｣

と
地
域
の

｢

グ
ロ
ー
バ
ル｣

化
―

植
民
地
に
お
け
る
開
発
は
、
近
代
化
と
経
済
的
発
展
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
帝
国
と
植
民
地
の
従
属
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
、
経
済

的
側
面
か
ら
植
民
地
を
支
配
す
る
装
置
と
も
な
り
う
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
植
民
地
の
在
来
勢
力
と
の
葛
藤
や
矛
盾
を
伴

い
、
い
わ
ゆ
る

｢
植
民
地
近
代｣

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
八
田
與
一
が
手
掛
け
た
嘉
南
大
�
事
業
は
、
こ
う
し
た
植
民
地
特

有
の
近
代
性
の
問
題
を
、｢
開
発｣

と
い
う
切
り
口
で
考
察
す
る
格
好
の
事
例
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
嘉
南
大
�
の
語
り
は
、
ダ
ム
の
設
計
及
び
工
事
の
監
督
を
担
っ
た
総
督
府
技
師
・
八
田

與
一
の
物
語
の
中
に
封
じ
ら
れ
、
歴
史
学
の
議
論
と
は
乖
離
し
た｢

美
談｣

と
し
て
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
言
説
に
は
、

し
ば
し
ば
事
実
の
欠
落
と
誇
張
が
み
ら
れ
る
。
そ
の

｢

物
語｣

で
は
、｢

不
毛
の
大
地｣

が
大
規
模
な
灌
漑
事
業
に
よ
っ
て
潤
さ
れ
、

農
民
に｢

生
活
の
豊
か
さ｣

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
初
は
、
一
部
の
歴
史
修
正
主
義
と
結
び
つ
い
た｢

語
り｣

と
し
て
問
題
視
さ
れ
た
も
の
の
、
近
年
で
は
、
こ
う
し
た

｢

語
り｣

を
前
提
と
し
た
う
え
で

(

む
し
ろ
、
そ
う
し
た
前
提
を
意
識
す
る

自
覚
も
な
く)

、
さ
ま
ざ
ま
な

｢

顕
彰｣

事
業
や

｢

交
流｣
が
拡
大
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

｢

八
田
與
一
物
語｣

を
め
ぐ
る
記
憶
の
再
生
・
創
出
と
い
う
契
機
は
、
実
は
、
現
代
の
金
沢
や
石
川
県
を
語
る
価
値
観
や
傾
向
に
も

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
も
、｢

植
民
地
の
記
憶｣

や
そ
の
表
象
の
あ
り
方
を
地
域
の
実
態
に
即
し
て
検
証
す
る
作

業
は
、
一
層
今
日
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
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註
(

１)

胎
中
千
鶴

｢｢

八
田
與
一｣

は
な
ぜ
語
ら
れ
る
の
か
―
植
民
地
台
湾
の

｢

物
語｣

と
し
て
―｣

(『

東
洋
史
學
論
集』

五
号
、
二
〇
〇
四
年)

一
頁
。
胎
中

『

八
田
與
一
の

｢

物
語｣

を
読
み
解
く』

風
響
社
、
二
〇
〇
七
年
。
さ
ら
に
、
清
水
美
里
の
修
士
論
文
も
、
近
年
の
八
田
與
一
物

語
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
分
析
か
ら
検
証
し
て
い
る

(

清
水

『

日
本
統
治
下
台
湾
の
水
利
開
発
―
嘉
南
大
�
事
業
と
日
月
潭
水
源
開
発

を
中
心
に
―』

東
京
外
語
大
学
大
学
院
修
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
、
の
ち
に
、
清
水
美
里

『

帝
国
日
本
の

｢

開
発｣

と
植
民
地
台
湾
台
湾
の

嘉
南
大
�
と
日
月
潭
発
電
所』

有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
、
所
収)

。
以
下
、
本
稿
は
両
氏
の
労
作
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。
明
記
し
、
深
く

謝
意
を
表
し
た
い
。

(

２)

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
台
湾
文
献
委
員
会

(

の
ち
国
史
館
台
湾
文
献
館)

監
修
・
編
集

『

台
湾
総
督
府
文
書
目
録』

明
治
期
27
巻

(

一
九
九
四
〜
二
〇
〇
四
年)

、
大
正
期
14
巻

(

二
〇
〇
一
〜
二
〇
二
六
年
刊
行
予
定)

、
ゆ
ま
に
書
房
、
が
基
礎
文
献
。
い
わ
ゆ
る

｢

植
民
地

官
僚｣

に
関
し
て
は
、
岡
本
真
希
子『

植
民
地
官
僚
の
政
治
史
―
朝
鮮
・
台
湾
総
督
府
と
帝
国
日
本
―』

三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
に
加
え
、

前
掲
目
録
所
収
の
檜
山
幸
夫
解
説
論
文
参
照
の
こ
と
。

(

３)

先
駆
的
な
言
及
と
し
て
は
、
陳
文
添

｢

八
田
與
一
在
台
経
歴
和
興
建
嘉
南
大
�
問
題｣

(

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告)

於
国
史
館
台
湾
文
献

館
、
民
国
九
十
五
年
八
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
、
参
照
。

(

４)

清
水
前
掲

『

日
本
統
治
下
台
湾
の
水
利
開
発
―
嘉
南
大
�
事
業
と
日
月
潭
水
源
開
発
を
中
心
に
―』
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